
・新システムはiPhoneアプリの形で提供
・100名の市民が「開発サポーター」としてプロジェクトに参加
・既存のシステムに、スマートフォンならではのコンテンツを追加

総務省 情報通信技術地域人材育成・活用事業
「スマートフォン等を活用し市民力をリソースにする地域あんしんプラットフォーム」

実施団体名 目的

特定非営利活動法人
地域魅力

情報伝達の質を高めることで「安全・安心」地域を創造する。
地域住民からの情報発信を容易にする。

事業概要

自治体（藤沢市）や公的機関（警察等）及び地域がそれぞれに所有する情報や情報伝達の仕組
みを、新たな双方向性メディアとして浸透しつつあるスマートフォンや、通信機能付きデジタルフォ
トフレームを用いて、より手軽な利用や相互活用を可能にし、市民の善意の投入やコミュニティ活
動への参加の敷居を低くすることを通じて地域の安心安全を確保する。

コミュニティ施設

（既存）

活用例
（藤沢市）

地域あんしん
プラットフォーム

防犯対策システム

近くにいる人がパトロール

かけつけ協力員
（320名）

SOS

警察

不審者情報

アバター配信
行方不明者捜索願い
管理者は簡単なアバターを作成
でき、文字情報と共に配信できる。
写真が提供されている場合は写真
を配信。捜索の精度向上に役立つ

安心見守りステーション
（市内コンビニ125店舗）

店頭に設置したデジタル
フォトフレームに情報配信

HELPメール

防犯情報配信、位置情報を利用した
市民パトロール、危険箇所の可視化
(地図情報・掲示板）、行方不明者の
捜索依頼（アバター登録）

市民のつぶやき

IT回覧板

地域の安全・安心

広報ダイジェスト、天気予報、子育
てメール等、市のオフィシャルコン
テンツを配信

Twitterを使った市民交流

日常的に情報交換を緊急時の市民
連携につなげる

SOSアプリ

SOSメール配信、かけつけ訓練

anan@chiikimiryoku.jp
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